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第 11 回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 会 議 録 1 

開催年月日  平成27年11月24日（火曜日） 開会 13時 29分 閉会 14時10分 

開 催 場 所  第一委員会室 

出 席 委 員  
小野、井上、三上、山本、荒木、東元 事 

務 

局 

 菊井事務局長 

 副議長  竹谷次長 

欠 席 委 員    平川係長 

説 明 員  別紙のとおり 議 件 別紙のとおり 
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１ 所管からの報告事項について 

  次の事項について所管から説明を受け、質疑を行い、全て報告済みとした。 

（１）次世代エネルギーパーク計画の認定について 

（２）滝川産りんごの発泡酒「りんご＆ドライ」のフード・アクション・ニッポンアワード 

の入賞について 

（３）農商工等連携事業計画の認定について 

（４）平成27年産麦・米の出荷状況について 

（５）平成27年度一般会計補正予算について 

（６）平成27年度一般会計補正予算について 

（７）平成27年度建設部工事発注状況について 

（８）平成27年度除排雪計画について 

（９）市発注工事における杭工事の調査について 

２ 第４回定例会以降の調査事項について 

別紙調査項目のとおりとすることに決定した。 

３ その他について 

  常任委員会の研修視察報告書について、内容の一部を確認後、配付することとする。 

４ 次回委員会の日程について 

  正副委員長に一任することに決定した。 

 

 

 

 

上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。 経済建設常任委員長  小 野 保 之  ○印 
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平成27年11月19日 3 

 4 

 滝川市議会議長 水 口 典 一 様 5 

 6 

                             滝川市長     前 田 康 吉 7 

 8 

   経済建設常任委員会への説明員の出席について 9 

 10 

 平成27年11月２日付け滝議第133号で通知のありました経済建設常任委員会への説明員の出席要求について、次 11 

の者を説明員として出席させますのでよろしくお願いします。 12 

 なお、公務等の都合により出席を予定している説明員が欠席する場合もありますので申し添えます。この場合、 13 

必要があるときは、所管の担当者を出席させますのでよろしくお願いします。 14 

 15 

記 16 

 17 

 滝川市長の委任を受けた者 18 

産業振興部長   中 川 啓 一 19 

産業振興部次長   長 瀬 文 敬 20 

産業振興部産業振興課長  阪 本 康 雅 21 

産業振興部産業振興課長補佐  諏 佐   孝 22 

産業振興部産業振興課係長  壽 崎 美 穂 23 

産業振興部商業観光課主幹  日 口 裕 二 24 

産業振興部商業観光課長補佐  運 上 琢 諭 25 

産業振興部商業観光課係長  今   安紀子 26 

産業振興部農政課長  高 橋 雅 志 27 

産業振興部農政課主幹  武 藤 一 男 28 

産業振興部農政課主幹  和 田 英 昭 29 

産業振興部農政課係長  壽 永 七月男 30 

建設部長   大 平 正 一 31 

建設部次長   高 瀬 慎二郎 32 

建設部土木課長   山 崎 智 弘 33 

建設部土木課長補佐  千 葉 一 稔 34 

建設部土木課係長   近 藤 誕 樹 35 

建設部土木課係長   辻 本 一 浩 36 

建設部建築住宅課主幹  伊 藤 和 博 37 

建設部建築住宅課長補佐  三 吉 修 司 38 

建設部建築住宅課係長  秋 山 恭 範 39 

建設部建築住宅課主査  横 田 和 典 40 

 41 

 42 

                                  （総務部総務課総務係） 43 



 

第11回 経 済 建 設 常 任 委 員 会 44 

 日 時 平成27年11月24日（火） 45 

午後１時30分 46 

場 所 第一委員会室        47 

 48 

○ 開   会 49 

 50 

 51 

○ 委員長挨拶（委員動静） 52 

 53 

 54 

１ 所管からの報告事項について 55 

《産業振興部》 56 

（１）次世代エネルギーパーク計画の認定について       （資料）産業振興課  57 
（２）滝川産りんごの発泡酒「りんご＆ドライ」のフード・   （資料）産業振興課  58 

アクション・ニッポンアワードの入賞について       59 
（３）農商工等連携事業計画の認定について          （資料）産業振興課  60 
（４）平成27年産麦・米の出荷状況について          （資料）農 政 課  61 
（５）平成27年度一般会計補正予算について          （資料）商業観光課  62 
 63 

《建設部》 64 

（６）平成27年度一般会計補正予算について          （資料）土 木 課  65 

（７）平成27年度建設部工事発注状況について         （資料）土 木 課  66 
（８）平成27年度除排雪計画について             （資料）土 木 課  67 

（９）市発注工事における杭工事の調査について        （資料）建築住宅課  68 

 69 

 70 

２ 第４回定例会以降の調査事項について～別紙 71 

 72 
 73 
３ その他について 74 

 75 

 76 

４ 次回委員会の日程について 77 

 78 

 79 

○ 閉  会 80 
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第11回 経済建設常任委員会 81 

H27.11.24 (火)13：30～ 82 

第 一 委 員 会 室 83 

開  会 １３：２９ 84 

委 員 長 第11回経済建設常任委員会を開会いたします。 85 

 委員動静報告 86 

委 員 長 委員動静ですが、委員は全員出席。副議長に出席いただいております。傍聴と 87 

して舘内議員、清水議員、安樂議員、本間議員、木下議員が出席。ＮＨＫ滝川 88 

支局の傍聴を許可しております。 89 

 １ 所管からの報告事項について 90 

委 員 長 それでは、１、所管からの報告事項に入りますが、（５）、（６）につきましては、 91 

議案関連となっておりますので、ご留意願います。 92 

（１）、次世代エネルギーパーク計画の認定についての説明を求めます。 93 

（１）次世代エネルギーパーク計画の認定について 94 

諏佐課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 95 

委 員 長 説明が終わりました。 96 

         質疑ございますか。 97 

荒  木     認定されることによって、何かインセンティブはあるのか伺います。 98 

諏佐課長補佐   認定されたことによって、予算が重点的につくとかというものではありません 99 

が、資源エネルギー庁のほうで冊子をつくりその中に掲載されることで、滝川 100 

市がエネルギーに力を入れているということをＰＲいただけることが認定のメ 101 

リットと考えています。 102 

荒  木     例えば、経済産業省に何か補助金等を申請したときに何かメリットはないので 103 

すか。 104 

諏佐課長補佐   約束をいただいたものはありませんが、多少なりとも、こちらから訴える要素 105 

の１つにはなると思っています。 106 

委 員 長     ほかに質疑ございますか。 107 

（なしの声あり） 108 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 109 

         ここで、道新の傍聴を許可します。 110 

         続きまして、（２）、滝川産りんごの発泡酒「りんご＆ドライ」のフード・ア 111 
クション・ニッポンアワードの入賞についての説明を求めます。 112 

（２）滝川産りんごの発泡酒「りんご＆ドライ」のフード・アクション・ニッ 113 

ポンアワードの入賞について 114 

諏佐課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 115 

委 員 長 説明が終わりました。 116 

         質疑ございますか。 117 

（なしの声あり） 118 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 119 

         続きまして、（３）、農商工等連携事業計画の認定についての説明を求めます。 120 

（３）農商工等連携事業計画の認定について 121 

壽崎係長     （別紙資料に基づき説明する。） 122 

委 員 長 説明が終わりました。 123 

         質疑ございますか。 124 
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（なしの声あり） 125 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 126 

         続きまして、（４）、平成27年産麦・米の出荷状況についての説明を求めます。 127 

（４）平成27年産麦・米の出荷状況について 128 

壽永係長     （別紙資料に基づき説明する。） 129 

委 員 長 説明が終わりました。 130 

         質疑ございますか。 131 

（なしの声あり） 132 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 133 

         続きまして、（５）、平成27年度一般会計補正予算についての説明を求めます。 134 

（５）平成27年度一般会計補正予算について 135 

運上課長補佐   （別紙資料に基づき説明する。） 136 

委 員 長 説明が終わりました。 137 

         質疑ございますか。 138 

（なしの声あり） 139 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 140 

 所管の入れかえのため、暫時休憩します。 141 

休  憩 １３：４５ 142 

再  開 １３：４７ 143 

委 員 長 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 144 

 （６）、平成27年度一般会計補正予算についての説明を求めます。 145 

 （６）平成27年度一般会計補正予算について 146 

山崎課長 （別紙資料に基づき説明する。） 147 

委 員 長 説明が終わりました。 148 

 質疑ございますか。 149 

（なしの声あり） 150 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 151 

 続きまして、（７）、平成27年度建設部工事発注状況についての説明を求めます。 152 

（７）平成27年度建設部工事発注状況について 153 

千葉課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 154 

委 員 長 説明が終わりました。 155 

 質疑ございますか。 156 

（なしの声あり） 157 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 158 

 続きまして、（８）、平成27年度除排雪計画についての説明を求めます。 159 

（８）平成27年度除排雪計画について 160 

千葉課長補佐 （別紙資料に基づき説明する。） 161 

委 員 長 説明が終わりました。 162 

 質疑ございますか。 163 

（なしの声あり） 164 

委 員 長 それでは、報告済みとします。 165 

 続きまして、（９）、市発注工事における杭工事の調査についての説明を求めま 166 

す。 167 

（９）市発注工事における杭工事の調査について 168 
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高瀬部次長 （別紙資料に基づき説明する。） 169 

委 員 長 説明が終わりました。 170 

 質疑ございますか。 171 

荒  木     調査の報告の中に、問題になっている業者の施工があったのか。また、くい打 172 

ちというのは、特殊な工事だと思いますが、大手の業者しかできないのか、割 173 

りと身近なところでもできるのか伺います。 174 

秋山係長     まず、旭化成建材の施工はありません。 175 

旭化成建材と同様の工法として調査しましたが、くい工事には大きく２つあり、 176 

打ち込みの工法と埋め込みの工法があります。旭化成建材と同様の工法とは、 177 

埋め込み工法で、今回調べたのは、過去10年の埋め込み工法のものを調査しま 178 

した。基本的には、大手の業者しかありません。 179 

高瀬部次長    補足させていただきますが、建築におけるくい工事は、全体工事を発注した中 180 

で、くいの部分に対しては、元請会社から設計に応じて同等以上のものを選ぶ 181 

ということになりますので、その中で下請け、さらにくい屋と呼ばれる孫請け 182 

としての業者選定になります。建築におきましては、実用新案的な要素がかな 183 

りありますので、業者は、旭化成建材のところもあれば、ジャパンパイルとい 184 

ったところが選定されたり、その他、滝川でいえば日本ヒュームなどがあった 185 

り、いろいろな選定がありますので、設計上どの部分に合致するかという中で、 186 

選定しているということになろうかと思います。 187 

委 員 長 ほかに質疑ございますか。 188 

副委員長     今の答弁で、大手しかない、大手とはどのような規模なのか。道内で行ってい 189 

るくい工事があると思いますが、旭化成建材が大手なのか、それ以上の業者が 190 

あるのか。もう一つは、先ほど打ち込みと埋め込みの工法があるということで 191 

すが、どのように違うのか、それを調査する方法はとられているのか。もう少 192 

し詳しく教えてください。 193 

高瀬部次長    どこが大手かということですが、くい関係につきましては、協会があります。 194 

その中において、上位５社には旭化成建材は入っていないようです。道内にも 195 

いろいろな企業があります。日本ヒュームもあるし、日本高圧コンクリートな 196 

ど、道内にも工場があり、生産は道内で製造されていると思います。工法とし 197 

ては、旭化成建材、ジャパンパイル、何々コンクリートなど、それぞれある種 198 

の特許的な要素や実用新案的な要素がありますので、その工法が求めている建 199 

築物に対して、一番有効なものであれば、それを採用していくということにな 200 

ろうかと思います。それから、打ち込み、埋め込みの違いですが、打ち込みと 201 

は、昔ながらのディーゼルハンマーで煙を吐きながら打ち込むというものがあ 202 

りますが、現在は、騒音や振動という問題で、都市部においては行っておりま 203 

せん。新たな工法として、埋め込みというものができてきて、クレーンの先に 204 

ドリルをつけて、地中を掘り、そこのあいたところに、くいを入れて、モルタ 205 

ルを入れて固定します。地面と一体となった中で支持力をつくります。報道で 206 

くいが支持層に到達している、いないという話題がありましたが、前提として 207 

は、事前の調査の中で、どこまで支持層があるのかということを調査した上で、 208 

そこの支持層に到達するようにドリルで掘って、そこに埋め込むという形にな 209 

ります。ですから、この２つの工法には、名前のとおりの大きな違いがあると 210 

いうことです。滝川では、ほとんどが埋め込み工法で施工しているところです。 211 

支持層までの確認の方法ですが、工事を発注する前段に地質調査を行います。 212 
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現地盤から支持層まで何メートルの深さがあるのかというボーリング調査です。 213 

その調査をした上で、支持層までの土質の変化、おもりのようなものを打ちつ 214 

けて、30センチメートル進むのに、何回の打撃が必要なのか、それがＮ値が30、 215 

50という表現になり、これが支持力を表す数字です。建築物においては、建物 216 

の荷重によっては、20でいいところもあれば、30必要なところもあります。支 217 

持層までの深さを確認した上で、実際工事に入ったときには、実際の支持層と 218 

合致するのか、試験データどおりになっているのか確認しながら、現場を進め 219 

ていくことになります。 220 

副委員長     地質調査が前段で行われると、例えば、滝川で問題が起き、その工事がゼネコ 221 

ンが施工したとしたら、そのゼネコンに責任があるのか、あるいは、その地質 222 

調査の段階で問題があるということになるのか。また、現場ごとに地質調査を 223 

行うのか伺います。 224 

高瀬部次長    事前の調査につきましては、その物件を建てる場所ごとに地質調査を行います。 225 

大きなものであれば、二、三カ所、さらにふやす場合もありますが、設計の前 226 

に行い、それをベースに設計に入ることになります。その後、工事が始まり、 227 

事前に調査したものと合致するのかどうかを確認します。その時点で差異があ 228 

れば、発注者側と協議するのが当然のことで、そこは設計なのか、現場なのか、 229 

どちらに責任というのは、その協議で決めていくことになろうかと思います。 230 

委 員 長     ほかに質疑ござますか。 231 

（なしの声あり） 232 

委 員 長     それでは、報告済みとします。 233 

 ２ 第４回定例会以降の調査事項について 234 

委 員 長 それでは、２、第４回定例会以降の調査事項について、別紙のとおりとしてよ 235 

ろしいですか。 236 

（異議なしの声あり） 237 

委 員 長 それでは、別紙調査項目のとおり決定します。 238 

 ３ その他について 239 

委 員 長 ３、その他について、委員から何かございますか。 240 

三  上     本委員会の視察の報告書はいつできるのか。 241 

委 員 長     概略的にはできていますが、内容について一部確認する事項がありますので、 242 

その部分が確認でき次第、委員の皆さんに配付したいと思います。 243 

         ほかに委員から何かございますか。 244 

（なしの声あり） 245 

委 員 長     事務局から何かございますか。 246 

（なしの声あり） 247 

 ４ 次回委員会の日程について 248 

委 員 長 それでは、次回委員会の日程について、正副委員長に一任願えますか。 249 

（異議なしの声あり） 250 

委 員 長 以上をもちまして、第11回経済建設常任委員会を閉会いたします。 251 

閉  会 １４：１０ 252 


